予算要求資料
平成２７年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：林業振興費　　　
	事業名　林業グループ活性化事業費補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　林政部　森林整備課　技術支援係　電話番号：058-272-1111（内　3197 ）

　　　　　　　E-mail： c11515@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　　　　　７５０千円（前年度予算額：７００千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	700

	要求額
	750
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	750

	決定額
	750
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	750


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
林業グループは森林・林業を支える重要な役割を果たしており、地域に密着した林業経営や調査研究活動を行っており、地域の森林・林業の活性化に貢献する林業グループ活動に対し、その事業に応じて補助を行いグループの活性化を図ってきた。

活発な林業グループの活動が、地域の活性化、県民への森林・林業の普及啓蒙に大きく貢献しているが、山村の過疎化とともにグループ員が減少し、活動意欲はあるものの、新たな活動の広がりが困難な状態にある。
（２）事業内容

森林・林業に関心のある青少年、都市住民、子ども、異業種、女性を加え、村おこしに通じる活動を行うグループの活動経費に補助し、森林・林業・木材産業を含めた地域振興の活動を支援する。
（３）県負担・補助率の考え方

負担区分：県　１／３、市町村１／３、林業グループ１／３

なお県費の財源は【森林整備担い手対策基金】充当
（４）類似事業の有無
　なし
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	   750
	林業グループ１４団体による地域の実情にあった活動に対し補助（例：間伐材ＰＲ、森林環境教育、木工教室、技術の伝承）

	合計
	   750
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）後年度の財政負担
　原則、単年度事業であるが、林業グループ活動には歴史があり、継続した活動が行われており、毎年当該事業による助成が期待されている。

（２）事業主体及びその妥当性
補助金助成を要望する林業グループは１４団体あり、女性会員の積極的な活動も多く見られ、地域振興の一翼を担っている。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	林業グループが指導者となることで、青少年をはじめ県民による、木の国・山の国県民運動の推進につなげる。　


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	林業グループ数
（補助対象数）
	14
（H23）
	14  
（H25）
	13
（H26）
	14  
（H27）
	14  
（H28）
	100％



○指標に対するコメント
	農山村の過疎化とともに林業グループも会員が減少し、活動意欲はあるものの、新たな活動の広がりが困難な状態にある。このような中、現在活動を行うグループを支援することで、グループそのものを維持することが重要である。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　補助対象である１３グループが地域で創意工夫を凝らし森林環境教室や森林作業体験教室、木工教室などの活動を行った。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

林業グループの会員には女性も多く、グループ活動の強化により地域の活性化が図られるほか、「村おこしの火付け役」となり農山村全体の活性化に貢献することが期待される。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

　○

	農山村を維持するには、地域住民による継続した活動が必要であり、森林・林業、木材産業に関係する林業グループの活動は、重要な役割を果たしており、市町村、県による支援は妥当である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	山村の過疎化が進む中、当該事業による助成により、林業グループ活動を維持している団体は多い。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	林業グループ活動は女性が活躍できる場でもあり、森林・林業、木材産業に関する教育活動は、地域独自の教育や行政サービスの側面をもち、県や市町村に代わり効率的に実施されている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　林業グループの会員が高齢化し、今後はグループそのものの維持が困難な団体が増える。このため若手によるグループ活動参加が課題である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　地域に根差し継続的に活動を実施している林業グループへの支援は需要であり、事業を終了すれば農山村の維持にも影響を及ぼす可能性がある。



別紙２－１








